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出典：Wowza 社「Apple is Low-Latency HLS：What It Is and How It Relates to CMAF」 

図 3.5 CMAF による複数プロトコル共有 

CMAF に対応したエンコーダでは、チャンク単位でデータが出力される。HTTP/1.1 CTE

ではチャンク単位のデータ転送が可能であり、受信したプレイヤーは取得したチャンクか

ら映像再生を行うため、セグメントよりも短時間に映像提示が可能となる。図 3.6 に再生

遅延の改善例を示す。セグメントサイズを 2 秒、GOP サイズとチャンクサイズを 0.5 秒と

して、図中の「現在」で再生開始をすると、通常の転送の場合、セグメント 4 は 1 秒後に再

生が開始され、再生映像は 2 秒遅れとなる。一方 CT の場合、チャンク 4A は 0 秒後に再生

が開始され、遅延もわずか 1 秒となり、再生遅延が改善されたといえる。 

CMAF 低遅延配信に必要なものは 2 つある。一つは CMAF チャンクを送出できるエン

コーダで、もう一つは JavaScript Fetch API を実装したプレイヤーになる（図 3.7）。 

送信側では、エンコーダがチャンク出力に対応することが必要である。また受信側では、

セグメント全体のダウンロードが完了する前にCTEで受け取ったチャンクをプレイヤーの

バッファに非同期に追加していくため、Fetch API を使用する。そのため、対応する配信イ

ンフラやプレイヤーが限られているが、近年増えつつある。 

 


